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想像力を働かせるということ～目には見えないものを見ようとするために～ 

                                      

保健主事 柿崎 学 

 

 ６月になり、久しぶりに子どもたちの声が聞こえてくる学校に戻りました。子どもたちも保護者の皆
様も、そして我々教職員も、どれだけこの日を待ち望んでいたことでしょうか。２か月遅れて令和２年
度がスタートしたと考えてもよいのかもしれません。 
 本日から学校は再開できましたが、コロナウイルスが消えてなくなった訳ではありません。これから
は、ウイルスと上手に共生する新しい生活様式が必要になると言われています。 

子どもにとって、目に見えないウイルスを怖いと感じるのは当然かもしれません。しかし、例えば乳
酸菌は目には見えませんが、人間の体によい働きをもたらしてくれます。目に見えないものを何でも恐
れるのではなく、それぞれの特性をよく理解し、正しく恐れることもこれからは重要となります。 

かのアルベルト・アインシュタインは、このように述べています。 
 

 

 
現在の状況に当てはめてみると、ウイルスを正しく恐れ、理解し、共生していくためには、「想像力

を働かせる」ことが重要ということではないでしょうか。 
 本校でも「自分で意識して距離をとる」「自分で意識して手洗いをする」など、
「新しい学校生活の仕方」を指導していきます。その中では、「もしかしたら、手
にウイルスがついているかもしれないな。」と、子どもが想像力を働かせることが
できるようにすることが大切と言えるのかもしれません。誰かに言われたからで
はなく、「自分で意識して～する」を子どもたちが習慣化していけるよう、大人が
関わり続けていくことだと考えています。 

 また、感染を予防するために相手との距離を取ることは大切ですが、
「近づくな。」と言われたら、相手はどう感じるでしょう。ここにも想像
力を働かせ、相手の気持ちを思いやってほしいと願っています。臨時休
業や外出自粛生活で、人と直接会って話をしたりできない期間が続き、
インターネット回線を利用してコミュニケーションを図る機会は、これ
までより多くなりました。離れたところにいるときは、直接会うとき以上に画面や SNS の向こうにい
る相手に心を寄せ、自分の行動や発言に責任をもつことが重要です。想像力を働かせることで、心の距
離を縮めることができると信じ、これからも指導してまいります。 
 子どもは成長するにしたがって、事細かに言われることを嫌がるようになります。だからこそ、子
ども自身が自分の意思で行動し、新しい生活様式に慣れていくことができるようにしたいものです。
ご家庭でも子どもの想像力が活発に働き、自らの意思で動き出したくなるような、温かな言葉がけを
今後もお願いいたします。 

                                    札幌市立開成小学 校 

                                    令和 ２年 ６月 １日 

                                    ＴＥＬ   ７８３－４４９２ 

                                    ＦＡＸ   ７８３－５９８４ 

                                   https://www.kaisei-e.sapporo-c.ed.jp 

『想像力がすべてだ。それは人生でこれから起こることの予告編である』 

『想像力は、知識より大切だ。知識には限界がある。想像力は、世界を包み込む。』 
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 日 曜 行事 

１ 月 
少人数短時間登校日（12 日まで） 
運動器検診・結核問診票配付 

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金 運動器検診・結核問診票回収締め切り 

６ 土  

７ 日  

８ 月 ＡＬＴ 

９ 火  

１０ 水 ＡＬＴ 

１１ 木  

１２ 金 巡回相談員来校 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 委員会２ ＳＣ来校 

１６ 火 
視力検査（１・４年） 
避難訓練１ 

１７ 水 視力検査（２・３年） 

１８ 木 知能検査（２・５年） 

１９ 金 保健指導「かぜの予防」 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月 個人懇談１ 

２３ 火 個人懇談２ 

２４ 水 個人懇談３ 

２５ 木 個人懇談４ 

２６ 金 個人懇談５ 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月 個人懇談６ ＳＣ来校 

３０ 火 個人懇談７ 

PTAの資源回収について 
 PTA の資源回収にご協力ありがとうございま

す。今年度より回収業者が変更になり、毎月第１火

曜日となります。６月の資源回収につきましては、

６月２日（火）となります。資源回収とわかるよう

に裏紙などに「開成小 父母と先生の会 資源回

収」と書いていただければ、回収できますのでよろ

しくお願いいたします。 

＜ご紹介＞ 
 学級担任とともに、子どもたちと一緒に取り組む

先生方を紹介します。 

ＡＬＴ（外国語指導助手） 

Ma. Faye Nica Magpantay Calayag さん 

ニカさんと呼びます。担任の先生と一緒に、英語

を使った授業を行います。 

にーごー教諭（６年生担当） 

金平 安弘 先生 

算数の授業を２５人前後にわけ、少人数で行いま

す。なお５年生担当は、田村 宏明先生になります。 

学びのサポーター 

平尾 絢子 さん 

低学年を中心に学習のサポートを行っていきま

す。 

６月の行事予定 新しい学校生活のしかた 

 ６月以降の学校生活を過ごす上で「新しい学校生

活のしかた」を作成しました。３密にならないよう

子どもたちにも指導して、学習時間・休み時間の活

動を行っていきます。 

 また、６月以降の感染予防にかかわる教育活動に

ついて別紙でお知らせしています。ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

少人数短時間登校日について 

６月１日～１２日までの２週間、人数を分け、短

時間での登校を行います。時間帯・グループ分けに

ついては、保護者メール・ＨＰでもお知らせしてお

りますが、別紙にまとめましたので、そちらをご覧

ください。 

個人懇談の実施について 

 臨時休業が続き、保護者の皆様と担任との連携も

少なくなっているところです。コロナウイルスの感

染防止の対策を取りつつ、個人懇談を実施して、休

業中の子どもの様子や保護者の方の困り感などを共 

有していきたいと思います。子ど

もたちの学習・生活の支援を行え

るようご協力のほどよろしくお

願いいたします。本日、希望調査

を配付いたしましたので、来校で

きない日に「×」を付けて、５日

（金）までに担任に提出してくだ

さい。 


